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6園 静明会  
1
2
議
員
が
代
表
、
一
般
質
問
 
 
 

福
鳥
県
溝
会
の
2
0
0
8
平
成
2
0
）
隼
6
‖
定
例
会
は
 
 

6
月
2
4
日
か
ら
7
月
9
〓
ま
で
1
6
日
聞
に
わ
た
っ
て
聞
か
 
 

れ
た
。
6
月
粥
2
7
の
両
目
は
代
表
崗
が
行
わ
れ
〓
民
党
 
 

の
佐
藤
揖
保
（
郡
山
市
）
、
県
民
迎
合
の
加
藤
雅
美
（
加
島
 
 

市
）
の
両
班
‖
が
登
椚
し
た
。
7
月
1
、
2
の
両
〓
は
－
般
 
 

質
問
が
行
わ
れ
柳
沼
純
子
官
民
党
、
郡
山
市
）
、
本
田
 

肌
 
 

乗
民
地
倉
、
∴
本
松
市
〉
、
佐
藤
金
正
（
n
民
党
、
伊
迅
 
 

耶
一
、
石
原
倍
市
郎
（
県
民
迎
合
、
裾
高
市
）
、
大
川
光
秋
 
 

百
展
梢
憤
町
む
、
吉
川
栄
光
市
民
党
、
基
購
那
）
、
 
 

佐
藤
健
一
（
県
民
迎
合
、
い
わ
き
市
）
、
甚
野
源
次
郎
（
公
 
 

中
矧
四
川
大
地
揖
や
眉
宇
 
 

・
宮
城
内
陸
地
揖
の
発
生
を
 
 

受
け
、
溝
仁
l
は
、
県
の
防
災
 
 

に
対
す
る
収
り
糾
み
に
つ
い
 
 

て
た
だ
し
た
。
 
 
 

蝦
は
、
公
立
小
中
学
校
の
 
 

耐
揖
化
や
ひ
と
り
持
ら
し
の
 
 

高
輪
者
な
ど
災
煩
‥
樽
型
援
護
 
 

者
の
避
難
対
策
な
ど
で
市
町
 
 

村
の
取
り
組
み
を
机
傾
的
に
 
 

支
拇
、
協
力
す
る
考
え
を
示
 
 

し
た
。
防
災
対
窮
に
は
市
町
 
 

殿
御
度
資
金
活
欄
』
支
援
 
 

市
町
村
の
取
り
組
み
支
援
 
 

村
を
は
じ
め
消
防
、
斬
察
な
 
 

ど
の
防
災
閻
係
機
閻
や
企
 
 

業
、
‖
主
防
災
組
織
な
ど
と
 
 

朋
党
、
描
出
市
）
、
満
山
パ
ル
 
（
n
民
党
、
白
河
也
、
 
 

神
山
悦
子
（
共
産
党
、
郡
山
市
）
の
川
溝
〓
が
椚
明
原
 
 

油
価
楢
川
騰
対
策
や
防
災
対
策
な
ど
県
政
が
両
面
す
る
爪
 
 

要
課
題
に
つ
い
て
購
胱
を
行
っ
た
。
最
終
日
は
、
柁
栗
㌫
 

あ
る
べ
き
婁
を
明
確
に
す
る
溝
〓
提
出
の
「
裾
最
適
会
基
 
 

本
条
例
」
を
は
じ
ゃ
 
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
か
か
る
県
 
 

税
条
例
の
伊
部
改
正
な
ど
2
0
溝
案
、
「
原
仙
・
原
材
料
価
 
 

桁
高
騰
に
閲
す
る
恵
見
習
恒
な
ど
7
意
見
圧
＝
を
可
決
、
承
 
 

萌
㈹
点
し
川
会
し
た
り
な
お
、
定
例
会
終
了
後
、
〓
木
 
 

肌
空
か
ら
の
舶
高
空
港
の
路
線
休
止
の
申
し
山
や
沼
l
船
の
 
 

一
斉
休
漁
な
ど
、
原
油
価
桁
高
騰
の
膨
轡
が
拡
大
し
た
こ
と
 
 

か
ら
、
さ
ら
に
里
要
言
し
て
、
圏
に
対
し
原
油
・
原
材
料
 
 

楷
脳
の
支
援
を
求
め
る
要
望
活
動
を
黒
施
し
た
。
 
 
 

原油価格の裔騰は、県民生活や県内経済に彫園を与えている   

急
徽
な
原
油
価
格
の
高
騰
 
 

が
県
民
生
活
や
県
内
経
済
の
 
 

さ
ま
ぎ
ま
な
分
野
に
膨
轡
を
 
 

及
ぼ
す
申
、
溝
〓
は
県
の
対
 
 

応
や
中
小
企
業
振
興
隈
な
ど
 
 

を
た
だ
し
た
。
 
 
 

佐
藤
棚
平
知
小
は
、
状
況
 
 

を
的
確
に
把
促
し
な
が
ら
各
 
 

帥
対
耶
を
進
め
る
考
ぇ
を
示
 
 

し
た
。
 
 
 

県
は
、
県
原
油
価
栴
高
騰
 
 

対
策
推
進
本
削
で
全
げ
的
に
 
 

取
り
組
ん
で
い
る
「
県
民
生
 
 

活
」
 
「
中
小
企
準
 
「
揖
林
 
 

漁
業
」
を
住
と
し
た
利
昭
を
 
 

は
じ
め
、
中
小
企
業
へ
の
緊
 
 

急
経
済
対
職
質
金
な
ど
蝦
制
 
 

の
地
肌
、
協
力
が
不
叫
欠
な
 
 

た
め
十
分
な
応
接
体
制
の
昭
 
 

備
に
努
め
る
と
答
え
た
拾
 
 
 

靂
 鹿

賀
企
に
よ
る
き
め
細
か
な
 
 

支
援
策
や
、
県
発
注
公
共
丁
 
 

邪
の
申
品
ス
ラ
イ
ド
発
現
適
 
 

用
な
ど
研
た
な
対
備
に
取
り
 
 

組
む
と
と
も
に
、
槻
係
剛
体
 
 

な
ど
と
迅
肌
し
た
抑
誹
体
制
 
 

の
強
化
や
脱
ポ
油
・
省
エ
ネ
 
 

ル
ギ
ー
化
に
も
努
め
る
と
筈
 
 

え
た
。
 
 
 

「
ふ
く
し
ま
座
華
応
接
フ
ァ
 
 

な
お
、
本
年
庶
創
設
す
る
 
 
 

ン
ド
一
に
よ
り
、
小
小
企
業
 
 

の
維
門
力
や
技
術
力
、
さ
ら
 
 

に
は
人
材
力
な
ど
の
緑
営
基
 
 

蝿
の
強
化
を
机
極
的
に
支
援
 
 

す
る
考
え
を
示
し
た
り
 
 

ま
た
、
防
災
訓
練
な
ど
を
 
 

通
し
た
住
民
の
防
災
忠
誠
の
 
 

高
相
に
努
め
る
と
し
J
も
に
、
 
 

…J哲  

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
駆
椚
へ
箔
防
 
 

援
助
隊
な
ど
に
よ
る
広
域
応
 
 

援
体
制
の
強
化
、
情
報
通
絡
 
 

網
の
充
黒
を
図
り
よ
り
∴
 
 

侶
、
迅
速
な
初
動
体
制
の
催
 
 

促
を
図
る
考
え
を
訴
t
た
。
 
 

関係随関との連携確認や県民  
恵識の裔揺を図る防災訓練  

コ
メ
の
生
亜
制
服
が
進
ま
 
 

な
い
現
状
や
措
冗
の
厳
し
い
 
 

経
営
状
況
を
踏
ま
え
、
賦
〓
 
 

は
コ
メ
対
策
の
机
桝
的
な
抑
 
 

進
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。
 
 

佐
藤
棚
平
知
叫
は
、
コ
メ
 
 

耶
‥
察
署
再
編
の
基
本
構
想
 
 

に
つ
い
て
、
溝
〓
か
ら
目
的
 
 

や
今
後
の
進
め
方
、
住
民
規
 
 

警察署再編◎基本構想隠  卦風農家鴨魔経常支援隠  

飼料用米へ転換推進  事件事故√＼の対応力を強化  
仰
の
促
地
に
つ
い
て
た
だ
ト
 
 

た
。
 
 
 

久
保
潤
一
南
東
本
部
艮
 
 

は
、
再
編
に
よ
り
“
定
の
規
 
 

惧
を
酢
保
す
る
こ
と
で
機
動
 
 

力
の
強
化
、
射
作
射
故
へ
の
 
 

即
応
体
制
の
謄
酌
、
車
堪
対
 
 

応
能
力
の
強
化
を
図
る
－
と
 
 

目
的
を
説
明
拾
今
後
、
広
聴
 
 

会
で
の
住
民
の
意
見
、
要
Ⅵ
 
 

や
県
満
会
、
〓
治
陣
、
地
域
 
 

住
民
の
則
碑
を
踏
ま
え
て
托
 
 

件
的
な
構
想
を
克
て
、
ツ
〓
‖
 
 

1
0
平
成
”
仙
）
咋
4
日
の
 
 

再
編
爽
施
を
〓
指
す
方
針
を
 
 

．
小
し
た
‥
 
 
 

再
後
の
分
庁
舎
の
体
制
 

編
 

に
つ
い
て
は
、
別
個
閃
体
制
 

で
動
作
す
る
地
域
軍
服
件
 
 

車
故
の
捜
咋
犯
邦
防
直
な
 
 

ど
に
当
た
る
捜
〃
係
や
竹
浦
 
 

安
全
係
、
交
通
車
故
処
理
な
 
 

ど
を
行
う
交
通
係
な
ど
禦
墨
 
 

署
と
し
て
の
機
旭
を
親
し
、
 
 

住
民
の
不
安
解
消
、
利
便
性
 
 

と
安
全
安
心
の
確
保
に
万
全
 
 

を
期
す
や
兄
を
示
し
た
だ
 
 
 

中
心
の
生
空
心
向
が
動
い
こ
 
 

と
な
ど
か
ら
過
剰
作
付
け
の
 
 

酔
消
に
十
分
な
理
解
と
協
力
 
 

が
得
ら
れ
な
い
別
状
を
鎚
 
 

里
川
柚
え
さ
れ
た
稲
を
別
 
 

料
と
し
て
清
川
す
る
稲
ホ
ー
 
 

ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
や
 
 

別
科
川
米
へ
の
転
換
を
推
進
 
 

す
る
と
と
も
に
、
研
規
拡
大
 
 

而
椚
の
す
べ
て
を
県
申
独
射
 
 

光
の
支
援
対
象
と
す
る
手
持
 
 

椚
m
を
9
村
議
会
に
捉
塞
す
 
 

る
考
え
壁
小
し
た
n
 
 
 

県
は
、
合
わ
せ
て
県
亜
米
 
 

の
地
相
地
消
、
コ
メ
の
消
門
 
 

拡
大
に
努
め
る
と
し
て
、
付
 
 

加
佃
仙
の
高
い
コ
メ
や
有
機
 
 

瀾
蛸
米
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
 
 

活
動
へ
の
支
援
、
県
内
小
中
 
 

ず
校
で
の
断
た
な
米
飯
給
食
 
 

メ
ニ
ュ
ー
の
闘
花
な
ど
に
取
 
 

り
糾
む
や
乙
を
示
し
た
。
 
 裾

鳥
肌
溝
会
は
、
6
‖
定
 
 

例
会
に
お
い
て
、
県
議
会
の
 
 

あ
る
べ
き
滋
や
目
指
す
べ
き
 
 

方
向
を
明
確
に
し
、
「
桝
た
 
 

な
帖
代
の
幌
」
と
す
る
た
め
、
 
 

「
捕
食
基
本
条
例
」
を
制
定
 
 

し
ま
L
た
。
 
 
 

条
例
案
の
種
村
ほ
、
昨
年
 
 

ほ
H
に
捕
‖
捉
出
条
例
案
検
 
 

討
会
を
設
旧
し
、
会
凧
外
を
 
 

含
め
机
力
的
に
進
め
ま
L
 
 

た
（
 
 
 条
例
は
、
前
文
と
全
6
草
 
 

の
1
7
関
東
で
構
成
さ
れ
て
い
 
 

遭
や
区
区
域
等
検
財
嚢
‖
 
 

′
＃
（
加
藤
貞
夫
黍
〓
擾
は
、
 
 

b
〓
蛮
7
〓
に
第
2
回
礎
‖
会
 
 

を
開
催
し
、
強
制
倉
区
対
製
 
 

選
挙
区
の
合
区
先
、
任
憂
‖
 
 

陸
相
象
選
挙
区
・
㈹
び
地
選
 
 

挙
区
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
 
 

協
脱
し
た
結
果
、
強
制
倉
区
 
 

対
象
選
準
区
の
倉
区
発
と
し
 
 

て
、
安
通
耶
を
本
宮
市
と
、
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ま
寸
‥
 
 

第
1
帝
「
総
則
」
で
は
、
 
 

「
目
的
」
及
び
「
基
本
理
念
」
 
 

を
淀
め
て
い
ま
す
が
、
「
構
 
 

本
鞘
念
」
で
は
、
満
会
が
県
 
 

民
を
代
差
す
る
県
政
の
最
高
 
 

満
決
機
関
と
し
て
、
県
民
悪
 
 

思
を
県
政
に
反
映
ぜ
せ
る
た
 
 

め
、
公
平
・
公
正
な
機
刷
を
 
 

尽
く
し
、
火
の
地
方
自
治
の
 
 

粟
現
を
〓
指
す
こ
と
を
定
め
 
 

て
い
ま
彗
 
 
 

那
2
帯
「
惑
岩
機
辞
 
 

で
は
、
「
議
決
」
、
「
政
策
 
 

相
蟻
郡
新
地
町
を
相
蟻
申
 
 

し
」
、
相
蟻
郡
飯
飾
付
を
南
川
 
 

蟻
叫
と
す
る
こ
と
を
全
会
－
 
 

放
で
馳
走
し
ま
し
た
¢
 
 
 

な
お
、
圧
覚
‥
医
村
製
遇
 
 

や
ば
・
㈹
び
地
選
挙
区
の
取
 
 

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
各
会
 
 

派
内
で
ざ
ら
に
検
討
し
、
9
 
 

月
定
例
会
中
に
再
皮
協
溝
す
 
 

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 
 

読会峯本条例を全会一致で可決する県吾轟会  

北
署
及
び
政
策
捉
 
 

㌻
 
L
、
「
借
視
及
 
し
一
 
 

び
評
価
」
、
「
馴
 
 

化
」
と
い
っ
た
地
 
 

方
分
棉
の
進
展
に
 
 

伴
い
弧
化
さ
れ
た
 
 

溝
会
の
機
能
に
つ
 
 

い
て
、
県
の
t
、
1
 
 

祇
に
こ
た
え
る
た
 
 

め
に
椚
極
的
に
 
 

行
征
し
て
い
く
こ
 
 

と
、
さ
ら
に
「
加
 
 

里
等
と
の
関
係
」
 
 

で
は
、
互
い
の
役
 
 

用
分
担
の
関
係
を
 
 

尊
爪
し
っ
つ
、
典
 
 

他
の
H
棚
で
あ
る
 
 

県
民
無
宿
の
向
上
 
 

及
び
県
勢
の
伸
展
 
 

の
た
聖
二
元
代
 
 長

胴
の
「
胴
と
し
て
満
会
自
 
 

ら
が
機
碓
を
発
排
し
て
い
く
 
 

こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
 
 
 

第
3
草
「
溝
会
迅
雷
の
原
 
 

則
」
で
は
、
議
会
の
「
運
営
 
 

の
原
則
」
や
「
廃
〓
仝
」
の
 
 

機
動
的
な
闘
俳
、
特
別
委
〓
 
 

会
の
柔
軟
な
故
旧
を
は
じ
 
 

め
、
議
会
補
講
の
光
来
や
「
会
 
 

派
」
の
射
た
す
べ
き
役
州
に
 
 

つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
＝
 
 
 

椚
4
章
「
溝
〓
活
勅
の
原
 
 

則
」
で
は
、
「
溝
‖
の
峨
山
」
 
 

及
び
溝
〓
が
白
川
的
か
つ
〓
 
 

常
的
に
行
う
「
講
〓
活
動
」
 
 

に
つ
い
て
止
め
て
い
ま
す
。
 
 
 

雛
5
璧
県
民
と
の
関
係
」
 
 

で
は
、
県
民
の
代
衣
構
皿
で
 
 

【
あ
る
満
会
は
「
県
民
〃
芯
の
 
 

反
映
」
に
努
め
る
と
と
も
に
、
 
 
 

「
県
民
へ
の
説
明
揖
務
」
と
 
 

県
民
に
聞
か
れ
た
満
会
の
粟
 
 

別
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
 
 

い
ま
寸
＝
 
 
 

第
6
草
「
講
‖
の
倫
理
」
 
 

は
、
〓
の
 
 

と
L
て
県
政
に
拙
わ
る
椎
能
 
 

及
び
職
パ
を
直
す
る
こ
と
を
 
 

目
先
し
、
公
正
性
及
び
高
潔
 
 

性
を
保
持
す
べ
き
こ
と
を
定
 
 

め
て
い
ま
彗
 
 
 

な
お
、
奪
人
及
び
僅
‖
は
、
 
 

裾
高
根
満
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
 
 

ジ
で
ご
抑
兄
い
た
だ
け
ま
す
り
 
 

活発な協吾箆をする委員会  

費晶  芸 盈  ⑮常領空垂晶会  

総務委‖会  企師環境威風会  商労文教委員会  祈撒l：公安委員会  上畏林水塵委＝会  上木委＝会  

西
蓮
寺
で
審
査
す
る
 
 

委
員
会
 
 
 

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
 
 

ま
を
調
整
す
る
要
田
会
 
 
 

ハ
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黍＝会（渡辺敬．大安亡く1叔）は、 

県別凍例の改正などについて活  
発な監ほ踵を行いました．コ 特に、  

「福山貼亘詑会Jl！司こ衆例」につい  

ては、本！！iもi…掩会l翔．役l：う0咋とい  
う節巨lの年に、ごi一｛の地方仁l治を  
目指し、先人の高いノよを：受け弧  

ぎ、新たなI削－℃の憬とするこため  
制定するとの考えから、その縛  
漑を、本膳純金のダ巨祥の地とも 「 
濱える祐りこ折けの櫻摘鮮洋」で行  

いました。   

委‖会（平比l孝朗褒l＼l長）は、  

アクアマリンふく しまに汚染iJr上予 ■  

走の子ども伺瑚渕耳（仮称）の入  
札カゞ不調に終わったことの原閤  

や、【期附昭欄へのii桝呼及び今後  

の二転舵こ、㈱）クリーンテックの産  

廃処分場㈲「胡」二■上■」tのニイく許可を  

求める甜憫舶などについて亨舌発な  

′閤疑を行いました。  
、また、7月31ヨにはアクアマ  
リンふく しまの梯り也盲鯛漑を行い  

まLた。  

賓Ll会（う出癖i栄二賓∫“rlJ童）は、  

ふく Lま逓諾凱丘陵ファンド、派  

追労佃者の浦川問題などについ  

てテ百三托な乍：ぞ妬藍を行いました－∴粕  
に、大沼縄等学楔で・起きたプ」  

ル列●竜び込み射i牧については、膜  

囲の究明及び対備に余力を挙げ  

るべきとの：政見が出されまし  

た。   
また、7月31三lにほハイテク  
プラザの1現地研け矩を行いまし  

た∩  

委損金（太l甘光秋黍＝最）は、  
偵仙価栴摘騰力覗錘粗く招㌻㌍に烏・  
える1脾轡やその支楼難、祁弓ホー  

ルクロツフ㌔tデイレージや別科川．  

カモへの号帳1喚などの米の壬】三縄調4伍  

に対する】板り机み、〟さ基地への高  
猷被班対報などについて特発な  

錯拓巨を行いました。，   

また、7月4、ド＝こは、附ほ坤  
ろばフーズにおいて′伊り選別の封三  

塵、力‖ユニ及び販売などの嫌ぃ也調  
粟藍を行いました。  

黍．£ヾ1会（斎藤丑昔利東員長）は、  
リ．膵掩三宅霧幻一拍崗頼帯に対する購  

えの勅封旦や、公北ニーl二二りfへの埴繭  
スライドi剛性のう飽川などについ  

て沼発な賀勤王を行うとともに、  

今山川瀬戎のテ白水刈部室について  

はガⅥ1‡をユ別してl鋸んでほしい旨  

を要望しました。   

また、′7月4卜＝こは、小名浜  
手性でガーントリークレーンなどの  

呪J也調漑を行いました．．，  

裾揖胴甜農法灘嗣塚潮の…・淵iを  
J虹iEする条例や、染｝手・宮城内  

陣地iユー長の槻三災地におけるドクタ  

ーヘリの柁仙川況、爪．’1仁病l粍剋  

営をめぐる聞旭、秋蛮頂通力廃  

車件を受けてのダガー ナイフの  
規子l棚状況などについて浦光なで〔  

勤王を行いました‘，   

また、7月4仁ミlには㌣無学枚  
の現地瀾離を行いました．．．  
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山吊）、企仲田溝渠灸拭から出林水踵  
黍＝へ桝J山塊≡り重く，∇性感）よ保．溝＝（仁l  

上毛党・州5111市）、．‡滝会剋揮招致‖をi畔  

任、いのち・人柵l榔追対雛特別委［l  

に迅旧㌔1『蕾¶l公望症阻H（県民址1今  

・郡IllTlり、いのち・人榔lハ」迅ゴ対職  
柏肌壕Hを碑肝、．満会正郎甘黍＝にj避  

∩モー 

なお、仝lてlミ】の〃守リンと会は本りさも  

．満会よりl咋後の川」治12年  

に、′帝l風満会は12咋後のlリ」冶  
畿晶鱒異動   

3月闇1＝付けで描出号出払溝＝（lきl  
民′北・芽i訂一川l巾）が．椚川撤しました。   

4日22トト†寸けで三欠q）とおり！哩土仙が  

あ【）まし宍二。   

∇劇化蝉明甘Ilミ．之．溝‖（1をl上王′托・州j  

全国に先駆け県会を開設  
今年130周年  

23咋にそれぞ甘しl州設されてい   

裾舶用ぷ舟会は、明治11咋6 妻 県会のl肘澱は、中條政桁や‡ます，  
月に全問に先駆け「民会風潮」‡河！野広一車をはじめ、当1時の榔  今後も、本県．満会はこれら  
にヨi左づきり．と会をl用．役して、 今そ令（リ．ほ什」r）山吉盛典らの努；一己人の瀦㍗＝高い志を受け継い  
咋1：j（川三を迎えましたゎ  力と1某「妬こよるものでした．， でまいります 


